
（R7.8） 

 滋賀県造林公社の森林（公社林）の環境貢献度について    

－森林の公益的（多面的）機能の貨幣評価および定量評価－ 

 

森林は、国土の保全、水源の涵養、地球温暖化の防止、生物多様性の保全、木材等

の林産物供給などの多面的機能を有しており、その発揮を通じて国民生活に様々な恩

恵をもたらす「緑の社会資本」と言われています。 

そうしたなか、滋賀県造林公社の分収造林事業により形成された森林（公社林）の

環境貢献度を明らかにするため、公益的（多面的）機能の貨幣評価および定量評価を

行い、公表することとしました。 

本評価では、日本学術会議答申「森林の多面的機能のうち貨幣評価および定量評価

があるもの」（H13.11.1）による評価方法を元に、公社林特有の事情を考慮した調整

を行い、公社林１ｈａ当たりの貨幣評価額および水資源貯留量を試算しています。 

今回、森林の価値を可視化（見える化）し広く情報発信することによって、公社林

が琵琶湖・淀川の水源林として将来にわたって公益的機能を持続的に発揮する必要性

や重要性について、山林所有者や林業関係者だけでなく、流域の住民・企業等の皆様

方にご理解を深めていただくことを期待しています。 

 


